
226 
 

 

オ
フ
ィ
ス
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
の
た
め
の
空
間
づ
く
り 

―
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ツ
ー
ル
と
し
て
の
た
ば
こ
の
役
割 

 

須
藤 

美
音 

 

 

１ 

は
じ
め
に 

 

工
業
社
会
を
経
て
、
現
在
は
知
識
社
会
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
が
、
こ
の
社
会
で
は
経
済
活

動
の
中
心
と
な
る
の
は
知
識
労
働
者
（
ナ
レ
ッ
ジ
・
ワ
ー
カ
ー
）
で
あ
り
、
知
的
生
産
性
が
経
済
競
争
力
を

左
右
す
る
。
工
業
社
会
に
お
け
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
製
品
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
知
識
社
会
で
は
、
知
識

創
造
、
す
な
わ
ち
、
新
し
い
価
値
の
創
造
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
発
と
い
う
無
形
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
知
識
創
造
に
は
、
他
者
と
の
意
見
交
換
や
協
業
を
通
じ
て
衆
知
を
集
め
た
り
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
情
報
を
整
理
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
の
発
見
や
価
値
を
創
造
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
1

。
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
オ
フ
ィ
ス
の
情
報
化
が
急
激
に
進
む
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と
、
社
員
間
の
情
報
伝
達
が
メ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
主
流
と
な
り
、
情
報
共
有
が
ク
ラ
ウ
ド
、
ウ
ェ
ブ

の
掲
示
板
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
配
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
近
年
は
、
知
識
社
会
へ
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
を
受
け
て
、
直
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
り
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
フ
ォ
ー
マ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
な
ど
）
と
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
偶
発
的
な
会
話
等
）
が
あ
り
、
知
識
創
造
に
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
特
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
社
内
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
は
喫
煙
室
ま
た
は
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
（
以

下
、
喫
煙
室
等
）
で
あ
っ
た
が
、
健
康
志
向
や
世
界
的
な
禁
煙
の
動
き
に
よ
り
、
職
場
で
の
喫
煙
が
規
制
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
喫
煙
者
数
も
減
少
し
て
お
り
、
一
九
六
五
年
は
喫
煙
率
が
男
性
八
二
・
三
％
、
女
性
十
五
・

七
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
〇
一
七
年
現
在
は
男
性
二
八
・
二
％
、
女
性
九
・
〇
％
ま
で
減
少
し
て
い
る

(

日
本
専
売
公
社
）
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
重
要
性
の
高
ま
り
か
ら
、
社
内
に
は
喫
煙

室
等
に
代
わ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
ペ
ー
ス
、
カ
フ
ェ
な
ど
を
設
置
す

る
企
業
が
増
え
て
い
る
が
、
休
憩
を
取
る
こ
と
に
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
る
人
が
多
く
、
喫
煙
室
等
ほ
ど
の
活

気
は
み
ら
れ
な
い
。
著
者
自
身
は
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い
が
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
ペ
ー
ス
等
を
構
築
す
る
の
に

あ
た
り
、
喫
煙
室
等
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
世
代
・
職
位
を
超
え
る
活
発
な
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
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シ
ョ
ン
が
如
何
に
し
て
発
生
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
を
非
常
に
興
味
深
く
感
じ
て
い
る
。 

そ
こ
で
、
活
発
な
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
ペ
ー
ス
の
在

り
方
を
考
察
す
る
上
で
、
た
ば
こ
の
伝
来
か
ら
振
り
返
る
こ
と
で
歴
史
的
な
た
ば
こ
の
役
割
や
意
味
を
探
る
。

さ
ら
に
、
喫
煙
の
規
制
に
伴
う
オ
フ
ィ
ス
環
境
の
変
化
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
お

け
る
喫
煙
室
等
の
役
割
を
分
析
す
る
。
最
後
に
、
喫
煙
室
等
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
の
要
因
分

析
を
行
っ
た
上
で
、
今
後
の
オ
フ
ィ
ス
で
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
ペ
ー
ス
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

 

２ 

た
ば
こ
の
起
源
・
伝
来
・
意
味 

 

（
１
）
た
ば
こ
の
成
分
と
効
用 

タ
バ
コ
は
植
物
学
上
、
ナ
ス
科
タ
バ
コ
属
に
分
類
さ
れ
、
タ
バ
コ
属
だ
け
で
も
六
〇
種
類
存
在
す
る
。
そ

の
う
ち
六
〇
％
が
南
米
原
産
で
あ
る
。
日
本
で
は
江
戸
時
代
か
ら
耕
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
図
１
に
示
す

よ
う
に
、
現
在
で
も
多
く
の
地
域
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
2

。 

た
ば
こ
と
し
て
利
用
さ
れ
る
タ
バ
コ
の
葉
の
主
な
成
分
は
ニ
コ
チ
ン
、
ア
ン
モ
ニ
ア
等
で
あ
る
。
ニ
コ
チ

ン
は
、
た
ば
こ
の
煙
に
も
含
ま
れ
て
お
り
、
身
体
に
生
理
的
変
化
を
も
た
ら
す
。
喫
煙
者
は
専
ら
ニ
コ
チ
ン
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を
摂
取
す
る
た
め
に
喫
煙
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
が
、
高
い
依
存
性
が
あ
る
こ
と
が
た
ば
こ

を
常
習
化
さ
せ
て
い
る
。
職
場
で
は
、「
ち
ょ
っ
と
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て
き
ま
す
」
と
言
っ
て
、
離
席
す
る
光

景
が
日
常
的
に
見
ら
れ
る
が
、「
休
憩
し
て
き
ま
す
」
と
言
っ
て
、
離
席
す
る
こ
と
ほ
ぼ
な
い
。
日
本
人
は
世

界
的
に
み
て
も
有
給
取
得
率
が
低
く
、
休
み
を
取
る
こ
と
が
苦
手
で
あ
る
。
喫
煙
は
高
い
依
存
性
故
、
社
会

的
に
許
容
さ
れ
た
習
慣
と
な
っ
て
お
り
、
ニ
コ
チ
ン
の
摂
取
を
機
に
離
席
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
。 

ま
た
、
た
ば
こ
の
煙
の
吸
引
後
二
〇
秒
程
度
で
ニ
コ
チ
ン
は
体
の
隅
々
に
ま
で
達
し
、
身
体
や
脳
の
多
く

の
部
位
で
興
奮
性
の
細
胞
と
反
応
す
る
。

ニ
コ
チ
ン
の
投
与
が
少
量
だ
と
刺
激
剤

と
な
る
が
、
多
量
だ
と
鎮
静
剤
に
な
る
。

ニ
コ
チ
ン
は
他
の
多
く
の
神
経
伝
達
物

質
の
放
出
を
促
す
働
き
が
あ
り
、
幸
福
、

覚
醒
な
ど
様
々
な
感
情
が
生
み
出
さ
れ

る
。
た
ば
こ
の
煙
は
気
分
を
変
え
る
よ
う

な
成
分
も
含
ん
で
お
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
も
あ
る
。 

 
 図１ 府県別の販売重量（Ｈ28年）

（出典：全国たばこ耕作組合連合会） 
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（
２
）
た
ば
こ
の
起
源 

タ
バ
コ
は
南
米
ア
ン
デ
ス
高
地
を
原
産
と
す
る
植
物
で
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
先
住
民
は
紀
元
前
八
〇
〇
〇

年
頃
か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
マ
ト
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
と
と
も
に
タ
バ
コ
の
栽
培
を
し
た
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
マ
ヤ
文
明
の
遺
跡
に
は
た
ば
こ
の
使
用
に
関
す
る
記
録
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
図
２

は
メ
キ
シ
コ
の
パ
レ
ン
ケ
遺
跡
の
一
つ
で
、
十
字
の
神
殿
に
あ
る
レ
リ
ー
フ
で
あ
る
（
写
真
は
た
ば
こ
と
塩

の
博
物
館
に
あ
る
複
製
）
。
マ
ヤ
の
神
々
の
一
人
が
た
ば
こ
を
吹
か
し
て
い
る
様
子
が
確
認
で
き
る
。 

こ
の
こ
ろ
、
シ
ャ
ー
マ
ン
（
巫
師
・
祈

祷
師
）
の
儀
式
に
お
い
て
、
自
身
が
幻
覚

症
状
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
に
用
い
て
お

り
、
こ
れ
に
よ
り
精
霊
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
と
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
霊
的
な
支
え
を
も
と
に
、

村
人
が
集
ま
っ
て
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と

が
人
々
の
重
要
な
社
交
手
段
に
な
っ
て

い
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
た
ば
こ
は
コ
ミ
ュ

 

図２ メキシコのパレンケ遺跡 
のレリーフ 

（提供：たばこと塩の博物館） 
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ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

ま
た
、
シ
ャ
ー
マ
ン
は
医
療
の
専
門
家
で
も
あ
る
が
、
診
察
か
ら
治
療
ま
で
様
々
な
段
階
で
、
た
ば
こ
は

医
療
行
為
の
中
で
用
い
ら
れ
て
き
た
。
診
察
の
際
に
患
者
の
身
体
に
た
ば
こ
の
煙
を
吹
き
か
け
、
疾
患
部
を

見
つ
け
る
た
め
に
用
い
た
り
、
診
察
後
に
た
ば
こ
を
鎮
静
剤
と
し
て
用
い
て
い
た
。
さ
ら
に
、
空
腹
や
喉
の

渇
き
か
ら
く
る
苦
痛
を
軽
減
し
た
り
、
人
を
活
気
づ
け
た
り
す
る
た
め
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
た
ば
こ
の

起
源
を
た
ど
る
と
、
当
初
か
ら
人
を
癒
し
た
り
、
社
交
の
場
で
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

（
３
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
た
ば
こ
の
伝
来
と
嗜
好
品
と
し
て
の
利
用 

一
四
九
二
年
に
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
西
イ
ン
ド
諸
島
に
到
着
し
た
と
き
、
先
住
民
か
ら
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
贈
ら
れ

た
も
の
の
一
つ
が
タ
バ
コ
の
葉
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
半
世
紀
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地

で
タ
バ
コ
が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
初
は
、
軽
症
を
治
す
こ
と
の
で
き
る
薬
草
と
し
て
た
ば
こ
を

受
け
入
れ
始
め
て
い
た
が
、
一
六
七
〇
年
頃
ま
で
に
は
嗜
好
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
頃
、
船
乗
り
の
間
に
急
速
に
普
及
し
て
お
り
、
一
八
世
紀
に
は
、
パ
イ
プ
や
葉
巻
に
よ
る
喫
煙
、
噛
み

た
ば
こ
、
嗅
ぎ
た
ば
こ
等
様
々
な
形
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
た
ば
こ
の
伝

来
が
き
っ
か
け
で
、
全
世
界
へ
急
速
に
普
及
し
て
い
っ
た
。 

 



232 
 

（
４
）
日
本
の
た
ば
こ
の
歴
史
と
文
化 

た
ば
こ
の
日
本
へ
の
伝
来
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る

が
、
戦
国
時
代
の
終
わ
り
頃
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一

五
四
三
年
に
種
子
島
に
漂
着
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が

鉄
砲
と
と
も
に
伝
え
た
と
す
る
説
と
一
六
〇
五
年
前

後
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
西
欧
諸
国
か

ら
渡
来
し
た
説
が
あ
る
。
当
初
、
タ
バ
コ
の
耕
作
や
喫

煙
は
江
戸
幕
府
に
よ
り
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
庶
民
を

中
心
に
嗜
好
品
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
た
め
、
容
認

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
ば
こ
が
庶
民
に
親
し
ま
れ

て
い
た
様
子
は
当
時
の
人
々
の
暮
ら
し
が
反
映
さ
れ

た
浮
世
絵
や
川
柳
に
も
描
か
れ
て
い
る
。 

図
３
は
塩
汲
み
の
女
性
が
仕
事
の
合
間
に
一
服
し
、

休
憩
し
て
い
る
風
景
で
あ
る
（
歌
川
広
重
作
）
。
図
４

は
旅
人
た
ち
が
茶
屋
で
た
ば
こ
を
呑
み
、
身
体
を
休
め

図３ 浮世絵の中で描かれる一服する風景（広重41） 

（提供：たばこと塩の博物館）
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て
い
る
様
子
で
あ
る
（
葛
飾
北
斎
）
。 

川
柳
に
も
人
々
の
生
活
と
共
に
た
ば
こ
が
た
び
た

び
登
場
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
た
ば
こ
を
飲
む
内
も

思
案
の
庭
造
り
』
と
い
う
一
句
は
、
庭
師
が
剪
定
に
取

り
掛
か
る
前
に
、
た
ば
こ
を
吹
か
し
て
い
る
様
子
が
伺

え
る
。
樹
木
の
生
育
や
結
実
の
状
態
か
ら
判
断
し
、
剪

定
の
構
想
を
す
る
段
階
で
、
一
服
し
て
い
る
。
ま
た
、

『
手
裏
剣
を
打
っ
て
畳
屋
一
服
し
』
と
い
う
一
句
か
ら

は
、
畳
屋
が
作
業
中
に
一
服
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。

畳
の
へ
り
を
縫
い
つ
け
る
作
業
の
際
に
、
縫
い
針
、
こ

こ
で
は
手
裏
剣
と
表
現
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
畳
に
刺

し
て
一
服
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
か
ら
創
造

的
な
作
業
の
際
や
作
業
の
合
間
に
た
ば
こ
を
吹
か
し

て
い
た
。 

 

図４ 浮世絵の中で描かれる一服する風景（北斎8） 

（提供：たばこと塩の博物館） 
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３ 

喫
煙
の
法
規
制
に
よ
る
オ
フ
ィ
ス
の
変
遷
と
喫
煙
室
等
の
役
割 

 
（
１
）
た
ば
こ
の
職
場
に
関
わ
る
法
規
制 

た
ば
こ
に
関
わ
る
法
的
な
規
制
は
歴
史
上
何
度
も
あ
っ
た
が
、
一
九
五
〇
年
以
降
世
界
的
に
徐
々
に
規
制

の
方
向
に
進
ん
で
い
る
。
図
５
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
喫
煙
率
を
示
す
（
二
〇
一
四
年
）
。
全
体
的
な
傾
向
と
し

て
は
北
欧
、
西
欧
諸
国
の
喫
煙
率
は
低
い
。
日
本
は
そ
れ
と
比
較
す
る
と
一
九
・
六
％
と
や
や
高
め
で
あ
る
。

喫
煙
率
の
高
さ
は
そ
の
国
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
、

た
ば
こ
の
価
格
（
税
率
）
等
様
々
な
要

因
が
あ
る
が
、
近
年
の
傾
向
と
し
て
は
、

先
進
国
を
中
心
と
し
て
健
康
志
向
の

高
ま
り
か
ら
喫
煙
率
が
低
下
し
て
い

る
。
本
節
は
、
特
に
日
本
に
お
け
る
た

ば
こ
関
す
る
法
規
制
に
つ
い
て
、
職
場

環
境
に
関
わ
る
も
の
を
中
心
と
し
て

ま
と
め
る
（
表
１
）
。 

 

図５ ＯＥＣＤ諸国の喫煙率比較

（2014） 

（出典：OECD Health Statistics 2017） 
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表１ 喫煙に関する法規制 

年 歴史 

1954 (米)たばこ業界キャンペーン（喫煙の安全性についての訴え）

1957 たばこ自動販売機が登場 

1964 (米)公衆衛生長官報告書（喫煙と疾病の関係性を報告） 

1966 東京都三鷹市本庁舎分煙（日本初） 

1976 新幹線こだまに禁煙車の設置 

1980 嫌煙権訴訟 

1981 在来線特急に禁煙車の設置 

1987 厚生省：喫煙と健康問題に関する報告書（たばこ白書） 

1988 世界禁煙デースタート 禁煙タクシー認可 

1992 
労働安全衛生法 「快適な職場環境形成のための措置」追加 
労働省：事業者が講ずべき快適な職場環境形成のための措置に

関する指針 

1996 
労働省：職場における喫煙対策のためのガイドライン 
厚生省：公共の場所における分煙の在り方 

1998 
TV・ラジオ等でのたばこ銘柄 CM の中止（自主規制） 
(米)カリフォルニア州、公共の場の全面禁煙 

1999 ANA・JAL 全便を機内禁煙化 

2000 健康日本 21 策定 

2002 東京都千代田区が路上喫煙禁止条例を施行 

2003 

たばこの規制に関する世界保健機関枠組条約採択 
健康増進法施行（公共の場における禁煙化が徐々に進行） 
厚労省：職場における喫煙対策のためのガイドライン見直し 
関東私鉄、駅構内完全禁煙化 

2004 たばこ規制枠組み条約批准 

2005 
厚労省：「職場における喫煙対策のためのガイドライン」に 
基づく対策の推進について 
たばこ規制枠組み条約発効 

2006 
厚労省：庁舎内全面禁煙化 
(米)ハワイ州、公共の場のほとんどを禁煙化 

2007 
JR 各社・関東私鉄、大幅な列車内禁煙化 
都道府県レベルでのタクシー車内禁煙化が進む 
(英)屋内のほとんどを禁煙化する禁煙法を施行  

2008 (仏)禁煙法により公共の場の全面禁煙実施 

2009 神奈川県公共的施設における受動喫煙防止条例  
 

（出典：厚生労働省、日本自動販売機工業会） 
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世
界
的
な
喫
煙
に
関
す
る
規
制
の
動
き
を
受
け
て
、
日
本
で
は
、
新
幹
線
、
駅
、
空
港
、
病
院
等
の
公
共

空
間
か
ら
禁
煙
化
・
分
煙
化
が
進
ん
で
い
っ
た
。
一
九
九
二
年
に 

は
労
働
安
全
衛
生
法
に
「
快
適
な
職
場
環

境
形
成
の
た
め
の
措
置
」
が
追
加
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
一
九
九
六
年
「
職
場
に
お
け
る
喫
煙
対
策
の
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
職
場
に
お
け
る

喫
煙
対
策
と
し
て
、
喫
煙
室
等
の
設
置
が
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
喫
煙
室
等
に
お
け
る
換
気
の
手
法
に

つ
い
て
も
講
じ
ら
れ
て
い
る
。 

世
界
的
に
規
制
が
強
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
下
で
二
〇
〇
三
年
に
策
定
さ
れ
た
「
た
ば

こ
の
規
制
に
関
す
る
世
界
保
健
機
関
枠
組
条
約
」
で
あ
る
。
同
条
約
は
、「
た
ば
こ
の
消
費
や
受
動
喫
煙
が
健

康
、
社
会
、
環
境
お
よ
び
経
済
に
及
ぼ
す
破
壊
的
影
響
か
ら
現
在
お
よ
び
将
来
の
世
代
を
保
護
す
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。
日
本
は
一
九
番
目
に
批
准
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
〇
一
〇
年
二
月
ま

で
に
建
物
内
を
完
全
禁
煙
と
す
る
受
動
喫
煙
防
止
法
の
成
立
と
施
行
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
三
年
に

健
康
増
進
法
が
制
定
さ
れ
、
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
で
の
受
動
喫
煙
の
防
止
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
た
め
、

学
校
、
病
院
、
官
公
庁
、
公
共
施
設
が
全
面
禁
煙
に
な
っ
た
。
後
に
郵
便
局
、
鉄
道
、
タ
ク
シ
ー
等
禁
煙
化

が
拡
大
し
た
。
ま
た
、「
職
場
に
お
け
る
喫
煙
対
策
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
、
受
動
喫
煙
を
防

止
す
る
た
め
の
喫
煙
室
等
の
在
り
方
、
換
気
方
法
が
見
直
さ
れ
て
い
る
（
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
。 
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こ
の
よ
う
な
喫
煙
す
る
場
の
規
制
や
た
ば
こ
の
税

率
の
上
昇
等
を
受
け
て
、
日
本
で
の
喫
煙
者
数
は
大
き

く
減
少
し
て
い
く
（
図
６
）
。
二
〇
〇
〇
年
以
前
は
二
〇

代
、
三
〇
代
の
若
者
を
中
心
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た

が
、
近
年
は
若
者
の
喫
煙
率
が
他
の
世
代
よ
り
低
い
こ

と
が
わ
か
る
。
大
学
内
の
喫
煙
も
厳
し
く
制
限
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
喫
煙
の
習
慣
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。 

 （
２
）
オ
フ
ィ
ス
環
境
の
変
化 

図
７
は
一
九
五
七
年
国
鉄
本
社
で
の
組
合
と
当
局

と
の
間
の
会
議
の
様
子
で
あ
る
。
当
時
は
、
執
務
中
、

会
議
中
の
喫
煙
は
当
た
り
前
の
光
景
で
あ
っ
た
。
旧
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
公
開
に
加
え
、
こ
の
頃
は
、
日
本
ニ
ュ

ー
オ
フ
ィ
ス
推
進
協
会
が
設
立
さ
れ
（
一
九
八
七
年
）
、

日
本
の
オ
フ
ィ
ス
で
は
ニ
ュ
ー
オ
フ
ィ
ス
化
が
推
進

図６ 性別、年代別の喫煙者数の推移 

（出典：日本専売公社、日本たばこ産業株式会社） 
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さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
オ
フ
ィ
ス
化
と
は
、
こ
の
時
代
、

経
済
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
工
場
の
環
境
が
重
視
さ

れ
る
中
、
オ
フ
ィ
ス
の
重
要
性
を
訴
え
る
動
き
で
あ

り
、「
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
」
を
考
慮
し
た
空
間
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
執
務
空
間
で

の
喫
煙
者
数
が
徐
々
に
減
少
し
て
行
き
、
分
煙
化
も

進
ん
で
い
く
。 

そ
し
て
、
本
格
的
に
オ
フ
ィ
ス
内
の
喫
煙
が
規
制

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
健
康
増
進
法
の
施
行

で
あ
る
。
こ
の
結
果
と
し
て
、
現
在
は
八
七
・
六
％

の
企
業
が
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

（
平
成
二
八
年
労
働
者
健
康
状
況
調
査
（
厚
生
労
働

省
）
）
。
事
業
所
の
規
模
が
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
企
業

は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
が
喫
煙
対
策
を
行
っ
て
い
る
の
に

対
し
、
規
模
が
小
さ
く
な
る
程
、
そ
の
割
合
は
低
く

図７ オフィスでの喫煙（東京都千代田区丸ノ内、国鉄本社） 

（提供：朝日新聞社） 
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な
る
。
図
８
に
事
業
規
模
別
禁
煙
・
分
煙
状
況
を

示
す
（
対
策
し
て
い
る
企
業
の
み
）
。
「
事
業
所
の

建
物
全
体
を
禁
煙
」
と
し
て
い
る
企
業
は
五
三
・

三
％
と
禁
煙
化
、
分
煙
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
事
業
規
模
が
小
さ
い
程
「
建
物
全
体
を

禁
煙
化
」
と
い
う
割
合
が
大
き
く
、
事
業
規
模
が

大
き
い
と
「
内
部
に
空
間
的
に
隔
離
さ
れ
た
喫
煙

場
所
等
を
設
け
、
そ
れ
以
外
の
場
所
は
禁
煙
」
と

い
う
形
で
対
応
し
て
い
る
。
事
業
規
模
が
小
さ
い

と
、
建
物
内
に
喫
煙
室
等
の
設
置
が
困
難
な
場
合

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
物
内
全
面
禁
煙
と
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
状
況
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
さ
ら
な
る
禁
煙
化
、

分
煙
化
が
進
む
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

  図８ 事業規模別禁煙・分煙状況 

（出典：平成28年 労働安全衛生調査（実態調査）） 
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（
３
）
喫
煙
者
・
非
喫
煙
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
お
け
る
行
動
分
析
と
喫
煙
室
等
の
役
割 

本
節
で
は
オ
フ
ィ
ス
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
か
ら
、
現
状
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
行
う
場
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
著
者
ら
は
ナ
レ
ッ
ジ
・
ワ
ー
カ
ー
の
た
め
の
執
務
空
間
に
必
要

な
空
間
・
環
境
要
素
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、
二
〇
一
二
年
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
の
対
象

は
大
学
の
研
究
室
に
所
属
す
る
学
生
で
、
回
答
数
は
一
九
八
名
（
男
性
八
三
・
八
％
、
女
性
一
六
・
二
％
）

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
喫
煙
者
の
割
合
は
一
九
・
二
％
（
三
八
人
）
で
、
全
て
男
子
学
生
で
あ
っ
た
。
図
６

で
示
し
た
全
国
規
模
の
調
査
で
は
二
〇
代
男
性
の
喫
煙
率
が
三
一
・
五
％
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
と
比
較
す
る

と
や
や
低
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
状
況
と
し
て
「
疲
労
回
復
の
た
め
に
行
う
作
業
の
合

間
の
短
時
間
（
三
〇
分
未
満
）
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
と
「
研
究
に
行
き
詰
っ
た
時
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
（
時
間

の
制
約
は
与
え
な
い
）
」
を
設
定
し
た
上
で
、
状
況
別
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
す
る
場
所
を
回
答
さ
せ
た
。 

図
９
に
喫
煙
者
・
非
喫
煙
者
別
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
時
に
選
択
す
る
場
所
の
比
較
を
行
う
。「
作
業
の
合
間
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
は
、
喫
煙
者
で
は
「
喫
煙
所
」
が
最
も
多
く
、
非
喫
煙
者
で
は
「
研
究
室
の
自
席
」
と
「
研

究
室
内
の
自
席
以
外
」
が
多
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
非
喫
煙
者
は
通
常
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
行
う
際
も
研
究
室

内
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
建
物
内
に
は
通
常
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
他
の
研
究
室
と
の
交
流
は
薄
く
閉
鎖
的
で
あ
る
。 
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「
研
究
に
行
き
詰
っ
た
時
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
は
、

喫
煙
者
で
は
「
自
宅
」
・
「
喫
煙
所
」
が
最
も
多
く
、

非
喫
煙
者
で
は
「
自
宅
」・「
カ
フ
ェ/

食
堂
（
学
外
）
」・

｢

屋
外
（
学
外
）
」
が
最
も
多
い
。
作
業
に
行
き
詰
っ

た
際
は
、
人
と
会
話
し
た
り
、
歩
い
た
り
と
、
一
旦

作
業
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
有
効
な
手
段
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。
調
査
対
象
が
学
生
な
の
で
帰
宅
や
屋
外
で
気

分
転
換
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
。
し
か
し
、
職
場
で

は
、
行
き
詰
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
外
に
出
る
こ
と

は
難
し
い
。
喫
煙
所
は
、
一
度
執
務
席
か
ら
離
れ
る

こ
と
が
で
き
、
他
者
と
会
話
を
し
た
り
、
喫
煙
に
よ

っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
職
場
内
で
一
度
リ
セ
ッ
ト
す
る
の
に
適
し
た
場

所
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

図９ 喫煙者・非喫煙者別のリフレッシュ時に選択する場所の比較
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研究室の自席 研究室の自席以外 学内施設 屋外(学内)

図書館(学外) コンビニ(学外) その他
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４ 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
ペ
ー
ス
の
在
り
方
に
関
す
る
考
察 

 

こ
こ
ま
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
役
立
っ
て
き
た
た
ば
こ
の
起
源
や
役
割
、
そ
し
て
喫

煙
室
等
の
役
割
を
ま
と
め
て
き
た
。
し
か
し
、
喫
煙
者
、
そ
し
て
喫
煙
室
等
は
減
少
し
て
お
り
、
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
か
ら
鑑
み
て
、
現
状
の
よ
う
な
ソ
フ
ァ
ー
や
テ
ー
ブ
ル
の
み
が
無

造
作
に
置
か
れ
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
ペ
ー
ス
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
本
論
文
の
ま
と
め
と

し
て
、
喫
煙
室
等
で
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
性
化
す
る
要
因
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、

今
後
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
ペ
ー
ス
等
の
在
り
方
を
考
察
し
た
い
。 

ま
ず
は
、「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
ペ
ー
ス
（
喫
煙
室
等
）
に
行
く
き
っ
か
け
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
非
喫
煙

者
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
が
最
大
の
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
日
本
人
は
休
憩
を
取
る
こ

と
が
苦
手
で
あ
る
。
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
仕
事
に
穴
を
開
け
る
と
感
じ
て
し
ま
う
、
ま
じ
め
さ
が
仇
と

な
っ
て
い
る
。
本
来
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
取
り
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
は
あ
る
の
だ
が
、
休
ま
ず
働

く
こ
と
を
美
徳
と
し
て
い
る
風
潮
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
尊
重
し
て
お
く
と
す
る
と
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
に
行
く
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
が
必
要
と
な
る
。
喫
煙
は
社
会
的
に
承
認
ま
た
は
許
容

さ
れ
た
習
慣
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
喫
煙
の
た
め
に
離
席
す
る
こ
と
は
、
ト
イ
レ
に
行
く
の
と



243 
 

同
じ
よ
う
な
感
覚
で
理
解
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
非
喫
煙
者
に
と
っ
て
、
離
席
す
る
き
っ
か
け
と

な
る
事
柄
に
は
、
例
え
ば
ト
イ
レ
、
コ
ピ
ー
、
印
刷
物
の
取
得
、
資
料
の
検
索
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う

な
、
人
が
自
然
と
集
ま
る
場
所
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
ペ
ー
ス
を
併
設
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

次
に
、「
ス
ペ
ー
ス
の
設
え
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ツ
ー
ル
」
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
喫
煙
室
に
よ
り
異
な
る
が
、
多
く
の
喫
煙
室
は
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
、
テ
ー
ブ
ル
や
い
す
も
置
か
れ
て
い

な
い
。
ス
ペ
ー
ス
の
狭
さ
が
他
者
と
会
話
が
始
ま
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、

た
ば
こ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
役
立
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ラ
イ
タ
ー
の
貸
し
借
り
や

も
ら
い
た
ば
こ
は
会
話
が
始
ま
る
き
っ
か
け
と
な
る
し
、
た
ば
こ
に
は
覚
醒
、
気
分
転
換
の
効
果
も
あ
る
こ

と
か
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
会
話
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
喫
煙
室
に
行
く
顔
ぶ
れ
は
大
体
同
じ
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
顔
見
知
り
の
よ
う
な
感
覚
で
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
会
話

の
き
っ
か
け
と
な
る
要
素
は
、
代
わ
る
も
の
な
い
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
飲
食
物
で
あ
っ
た
り
、
視
覚
的

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
生
き
物
や
社
内
の
情
報
等
を
設
置
し
た
り
し
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。 

以
上
で
述
べ
た
よ
う
に
、
喫
煙
室
等
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
り
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
活
性
化
し
た
り
す
る
要
素
が
凝
縮
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
歴
史
的
に
見
て
も
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た
ば
こ
は
作
業
の
合
間
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
人
々
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
一
役
を
買

っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
ひ
と
つ
の
文
化
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
少
し
寂
し
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
喫
煙

室
等
や
喫
煙
者
自
身
が
確
実
に
減
少
し
て
い
く
中
で
、
多
く
の
企
業
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
お
よ
び
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
性
化
す
る
空
間
を
模
索
し
て
い
る
。
ま
ず
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
す
る
き
っ

か
け
を
作
る
な
ど
、
半
ば
強
制
的
に
休
憩
を
と
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
い
き
、
自
然
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
環
境
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 
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注 

1 

「
建
築
空
間
と
知
的
活
動
の
階
層
モ
デ
ル
」（
国
土
交
通
省
主
導
知
的
生
産
性
研
究
委
員
会
）
に
よ
る
と
、
知
的
活
動

は
、
第
一
階
層
が
情
報
処
理
（
知
識
情
報
の
定
型
的
処
理
、
事
務
処
理
）
、
第
二
階
層
が
知
識
処
理(

知
識
情
報
の
調

査
探
索
、
加
工
処
理
）
、
第
三
階
層
が
知
識
創
造
（
価
値
創
造
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
と
三
つ
の
階
層
に
分
類
さ
れ
て
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い
る
。
第
三
階
層
の
「
知
識
創
造
」
で
は
、
他
者
と
の
意
見
交
換
や
協
業
を
通
じ
て
衆
知
を
集
め
た
り
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
情
報
を
整
理
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
の
発
見
や
価
値
を
創
造
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
販
売
重
量
一
〇
〇
ｔ
以
下
は
、
図
か
ら
外
し
た
。
な
お
、
一
〇
〇
ｔ
以
下
の
地
域
は
、
和
歌
山
県
、
広
島
県
、 

2 
滋
賀
県
、
島
根
県
、
岡
山
県
、
福
岡
県
、
香
川
県
、
静
岡
県
、
長
野
県
、
山
口
県
、
宮
城
県
、
徳
島
県
、
石
川
県
で

あ
る
。 
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